
共に育てよう！地域の“宝”

豊かな人間性と確かな学力をそなえた子どもの育成Meiwa
Dai4 Ume

四中校区のめざす小中一貫教育

平成２２年度

四中校区を『安心と信頼の町』に

■小中９年間にとどまらず、保幼との連携やキャリア教育にも取り組む中で、一体的で一貫した方向性と情報を保護者・地域に提供し校区全

体の協働を高めることで、誰もが誇りうる安心と信頼の教育コミュニティをめざす。展望

四中校区「小中一貫教育」推進の柱

①９年間で育てる子ども像の共有化

②学習指導の評価と充実

③「学校文化」の理解と融合

５つの重点目標
子どもたちに育む力

教職員に求める力
６つの重点項 １０の具体項目 指標（H2２～H２３)

確かな学力 基礎基本と学ぶ意欲 １.習得・活用・探求を図る授業の推進

①基礎・基本を大切にし「わかるできる」授業づくり

②主体的な学習の仕方が身につく学習過程の工夫と

個の課題に応じた少人数指導等の推進

③習得活用探求をの視点を明確にした教育研究の推進

④国際コミュニケーション科で小小及小中連携推進

①全国学力・学習状況調査

②市学習到達度調査達成率

③児童英検正答率

④英検(中卒時)３級取得率

標準化スコア=＋５P(校区計)

小５＝７５％

中２＝７０％

８７％（校区小学校平均）

５０％

豊かな心 やる気と規範意識
２.要となる道徳の時間の充実

３.自ら問題解決を図る生徒指導の推進

⑤道徳の授業実践と交流

⑥学びの基礎力の徹底（生徒指導指導６項目）

⑤校区不登校生

⑥希望進路

半減（６名以下に）

100％

健やかな体力 心身の健康と体力 ４.体力向上を重視した多様な教育活動の充実
⑦生活リズムの向上「早寝･早起き・朝ごはん」

⑧小中を見通した体育授業カリキュラムづくり

⑦全国体力調査

⑧朝食欠食率

全国平均以上＝４種目以上

1.5％未満(校区内)

力量ある教職員
確かな授業力と

豊かなコミュニケーション能力
５.専門性と授業力を高める教職員研修の充実

⑨中学校校区合同研修会の取り組み

・交流授業研究会（年３回）による「学習指導」の交流・夏季合同一日研修会を通じて校区教職員としての意識統一

・合同視察、合同初任者研修会、校内研究会交流を通じての「教師力｣の向上

地域から信頼される学校 高い識見と教職員の指導力 ６.校長を中心とした学校マネジメントの推進 ⑩地域との連携を推進、行事へ積極的参加を通じて社会の一員として自覚を育てる

スコア=－１P(校区計)

小５＝73.2％

中２＝72.4％

８４％

30.6％

11名

10０％

中２=:男２女１種目↑

1.8％

心

知

体

◆地域との連携（ＰＴＡ間の連携・交流）

○四中校区ガイド・三校区情報カレンダーを作成し

地域に配布

○「四中校区子どもの安全見守り隊」

（放課後パトロールの共同実施）

○四中校区「すこやかデー」の実施

○地域ぐるみ「防犯パトロール」実施（夏季休業中等）

○三校スポーツ交流会及び三校合同社会見学

○地域・三校PTA合同「ふれあいフェスタ」の実施

○親子交流会等の相互参加

○PTA合同パトロール活動

○地域行事への児童・生徒の参加

◆教職員間の連携・交流
○四中「進路委員会」(最終)への小教員の参加

→中３の進路結果の共有＝小１から責任を持つ

○交流授業研究会（各校を会場に年３回実施）

○夏季合同一日研修会（全体会と分散会）

○校内研究会の交流及び合同初任者研修会

○各研究部会の定期開催 

 →学力共同分析と学力向上プラン、カリキュラムの検討 

○先進校合同視察 

○各推進部による研究・研修・実践 

◆小小・小中間の児童･生徒の連携・交流 

○小小交流（全学年で実施）※学習・授業交流 

○５・４制のモデル実施の検討 

（例＝小６児童が中学校で授業を受けるなど） 

○小中児童会生徒会連携と協働実施（クリーンロード等） 

算数・数学 国際コミュニケーション科 ICT教育 

生徒指導 体力向上 支援教育 

食育推進 保健指導連携 事務連携 

H21到達値 

『小中連携プロジェクト会議』 
（組織的研究と実践） 


